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１．緒言
　排泄は日常生活を営む上で不可欠な行為であり，
食事や整容などと同様に基本的な行動のうちのひと
つである．しかし長年の習慣のなかで排泄は恥ずべ
きものとされ1），排泄に関する問題は長らく表舞台
にでてくることがなかった． 
　看護学生が実習等で出会う入院中の高齢者から
は，「下の世話だけは受けたくない」や，「看護師に
迷惑がかかるから寝る前の水分は控えている」など
の声を聞くことがある．排泄行為は羞恥心を伴うプ
ライベートな行為であるため，自分の排泄物を他者
の目にさらす体験は，高齢者の自尊心の低下をまね
く危険性がある．さらに排泄に関する悩みや心配ご
とがある場合，ひとつ行動するたびに「漏れるので
はないか」，「他人に知られるのではないか」などの
不安により生活が制限され，思うように生活できな
い高齢者もいる．すなわち，排泄は日常生活と密接
に関連しており，排泄ケアは高齢者の生活そのもの
への援助ともいえる2）．しかし中には高齢者が紙お
むつを使用することを「当たり前」ととらえている
学生もいる．不十分なアセスメントによる排泄ケア
の提供は，高齢者の排泄機能をかえって低下させる
ことにつながる．したがって看護者には，高齢者の
羞恥心や自尊心に十分配慮したうえで適切なアセス
メントを行い，その人にあった排泄ケアを提供する
ことが求められている．
　先行研究では，実際におむつへ排泄する体験を取
り入れた教授方法の有効性が明らかになっており，
排泄体験学習は適切なアセスメントを行うために必
要な高齢者の身体的，心理的状況などを理解するこ
とができる学習方法であると報告されている．具体
的には，紙おむつを着用することの不快感や使用し
ている対象者の気持ちの理解，家族の介護負担など
を，体験を通して理解することができ，幅広く「排
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泄ケア」をとらえるきっかけとなっていることが指
摘されている3,4）．A 大学においても，学生は老年
看護学の講義のなかで，排泄ケアは高齢者の尊厳や
QOL にかかわる重要な援助であることや，排泄障
害が高齢者に与える身体，心理，社会的な影響は大
きいこと，アセスメントが重要であること，高齢者
のもつ機能に応じたケアの方法などについて学んで
いる．そして講義終了後に，テープ式の紙おむつと
尿取りパッドを持ち帰り，紙おむつへの排泄体験と
排泄ケア用品に関するレポート課題に取り組むこと
で，講義と体験とをあわせた学びの修得を行ってい
る．A 大学ではさらに学習効果を高めるため，学
生が自ら体験の方法を考え，自由な発想のもとに課
題に取り組んでいる．本研究はこの課題の教育効果
を確認するために，体験した内容と体験を通して考
えた高齢者の気持ちおよび排泄ケアについて明らか
にすることを目的とした． 

２．方法
２. １　調査対象
　A 大学の4年生106名が，3年生のときに老年看護
学の講義のなかで提出した課題レポート「高齢者の
排泄ケアを考える」（以下，課題レポート）を調査
対象とした．
２. ２　課題レポートの内容と位置づけ
　紙おむつへの排泄体験学習は，3年生の春学期に
行われている老年看護学の講義のうちの1つの単元
である，「高齢者の排泄・排泄ケア」のなかで実施
している．この単元では，排泄のメカニズムや排泄
障害が高齢者に及ぼす影響，排尿障害の種類と特徴，
排泄パターンの把握を含む排泄アセスメントの方法
やケアの方法などについて講義を行っている．講義
終了後に紙おむつでの排泄体験をする目的は，講義
内容をふまえたうえで体験を通して高齢者の排泄ケ
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アに何が求められるのか考えることである．排泄の
講義終了後に課題学習の方法について説明した後，
テープ式の紙おむつと尿取りパッドを1人1セットず
つ持ち帰り，自宅で体験する手順となっている．
　課題レポートは，1．紙おむつでの排泄体験につ
いて体験した内容とその状況，2．体験を通して考
えたこと，3．排泄ケア用品について調べたこと，4．
講義と課題から高齢者の排泄体験について考えたこ
とを記入してもらう内容となっている．
　尚，3年生の春学期であるこの時期は，2年生の秋
学期に小児看護や母性看護といった領域ごとの概論
の履修は済んでおり，領域ごとの各論を履修してい
る時期にあたる．また臨床実習の学習状況は，2年
生の春学期に看護師の業務について学ぶ実習と，秋
学期に受け持ち患者を受け持ち，看護過程を展開す
る実習を終了している状況である．
２. ３　調査方法
　調査は，学生に口頭と文書にて研究の趣旨を説明
した後，4年生全員に3年生のときに提出した課題レ
ポートを返却した．そして本研究に同意し参加する
場合にのみ，返却された課題レポートを再度提出し
てもらうよう依頼した．その際署名した同意書とと
もに封筒に入れて回収ボックスに投函することとし
た．調査期間は2010＋X年5月のうちの1日であった．
２. ４　調査内容
　上記に示した課題レポートの内容のうち，今回は
学生が自由に発想した体験から何を学べたのか明ら
かにするため，課題レポートの中の項目1．紙おむ
つでの排泄体験について体験した内容とその状況，
2．体験を通して考えたことについて分析した．
２. ５　分析方法
　課題レポートの記述内容を熟読し，体験した内容
は「1．紙おむつでの排泄体験について体験した内

容とその状況」に記載された内容を，簡潔に表す表
現にそれぞれ言い換えた．そして言い換えた同じも
のを集計した．また，「2．体験を通して考えたこと」
の項目に書かれている部分から，体験を通して考え
た高齢者の気持ちと，体験を通して考えたケアにつ
いて書かれている部分をそれぞれ取り出し，コード
とした．コードを意味内容の類似性に沿って分類し，
サブカテゴリー，カテゴリーと抽象度を上げて分析
した．尚，これらの分析は，老年看護学を担当する
複数の教員で検討した．
２. ６　倫理的配慮
　本研究は課題レポートが調査対象であり，課題レ
ポートの内容は排泄の体験というプライベートに関
することであるため，看護学生が不利益を被ること
なく本人の自由意思で研究に参加できるよう，前年
度の課題レポートを使用した．1年前の課題レポー
トを使用することで，評価はすでに終了しており成
績等への影響が一切ないことを保証した．また，学
習や体験から一定期間あいていることで，看護学生
の心理的負担の軽減を図った．調査は研究者らが所
属する大学の倫理委員会の承認を得て実施した（承
認番号15-009）．

３．結果
　106名のうち，77名から同意書および課題レポー
トの提出があった（回収率72.6％）．このうち，実
際におむつを着用して排泄を行った記載のある64名
の課題レポートを分析対象とした．
３. １　おむつ内への排泄体験の内容とその状況
　64名の体験内容とその状況を表1に示す．「ベッド
上など仰臥位で排尿（排便）をした」が最も多く16
名（25.0％），次に「おむつを着けて就寝し，翌朝
排尿してしばらくそのままでいた」，「仰臥位で試し

n＝64

（　　）はnに対する%

表１　おむつ内への排泄体験の内容とその状況
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たが出なかったので，おむつをしたままトイレの便
座に座って排泄した」が8名（12.5％）であった．
また「立位，座位，寝た状態などいろいろ試して排
尿した」が7名（10.9％）で様々な体位を体験して
いた．「仰臥位で排泄しようとしたが出なかったの
で，座位や立位で排泄した」，「おむつをつけたまま
トイレの便座に座って排尿した」などが4名（6.2％），
「おむつは母親にはかせてもらい，仰臥位で排尿し
た」，「おむつを着けてコンビニまで行き，帰宅後に
自室で排泄した」，「おむつを着用した状態でバイト
をし，家に帰ってトイレの便座に座って排尿した」

などの体験をした学生が各1名（1.6％）であった．
３. ２　�おむつ内への排泄体験を通して学生がとら

えた高齢者の気持ち
　おむつ内への排泄体験から看護学生がとらえた高
齢者の気持ちについて分析した結果，表2に示す通
り，43のコードから15サブカテゴリーと5カテゴリー
が抽出された．以下，カテゴリーを【　】，サブカ
テゴリーを＜　＞ ，コードを「　」で示す．
　【排泄ケアを受けることはつらい】は，他者に排
泄ケアを委ねることのつらさを示しており，5つの
サブカテゴリーから成る．ここでは「人に排泄ケア

表２　おむつ内への排泄体験を通して学生がとらえた高齢者の気持ち
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をしてもらうととても恥ずかしいし申し訳ない」や
「排泄ケアが他人の手で行われることは耐え難い」
など，＜他人に排泄ケアを委ねるのは申し訳ない＞
という高齢者の気持ちを想像していた．また，「他
人におむつ交換を委ねることのふがいなさから排泄
の度に嫌な気持ちになるし我慢を強いられる」こと
や，「排泄後の処理を自分でできない人はすぐにお
むつを外すことができないし，看護師にも頼みづら
い」ため＜他人に排泄ケアを委ねることは我慢を強
いられる＞ととらえていた．さらに「他人におむつ
交換の世話をされることは計り知れないほどの羞恥
心がある」ため＜排泄ケアを受けることは想像以上
に恥ずかしい＞ことや，＜排泄ケアを人に委ねるこ
とは自尊心が傷つく＞ととらえていた．また「ケア
を委ねる相手には羞恥心や一番気にかけてほしいと
ころをわかってほしい」と思う一方で，「おむつに
排泄したことについて触れられたり変に褒められる
と大人として憤りを感じる」ことから，＜排泄ケア
を人に委ねる気持ちをわかってもらえずつらい＞と
とらえていた .
　【おむつを交換するまで不快】は，おむつへの排
泄は交換するまで臀部が排泄物にずっと触れている
感覚が残り不快であることを示しており，3つのサ
ブカテゴリーから成る．「ケアでおむつを確認した
ときに交換していたため確認がなければそのまま不
潔な状態が続くと思うとつらい」などの＜おむつ交
換が排泄後すぐにできなくて不快＞であることや，
＜長時間排泄物に触れたままで気持ち悪い＞こと，
＜排泄後はおむつの中が蒸れて不快＞であることに
気づいていた． 
　【おむつでは安心して排泄できない】は，おむつ
への排泄は体位，漏れの不安，環境から安心できな
いことを示しており，4つのサブカテゴリーから成
る．「身体が動かなくなっても排泄だけは自力でし
たい」などの＜できる限りトイレで排泄したい＞と
いう高齢者の希望や，「ベッド上で排泄することは
想像以上に不快だ」などの＜臥位では排泄しにくく
て不快＞という体位による排泄のしづらさに気づい
ていた．また「仰臥位での排泄は尿が後ろへ行く感
覚や漏れていないか心配になる」などの＜漏れるか
もしれないという不安がある＞ことや，＜病室はプ
ライバシーが守られず排泄する環境と言えない＞と
とらえていた．
　【おむつを使用すること自体に葛藤がある】は，
おむつで排泄することやおむつを着けていることに
対する葛藤や情けなさを示しており，2つのサブカ
テゴリーから成る．ここでは「おむつへ排尿するこ
とにはじめは葛藤がある」ことや，「おむつという

環境に慣れるまでには時間がかかる」ことなどから，
＜おむつへ排泄することに抵抗を感じ葛藤がある＞
ととらえていた．また「人間として当たり前にでき
ることが自分でできないふがいなさを感じる」こと
から，＜おむつに頼らなければならない自分が情け
ない＞という気持ちに気付いていた．
　【おむつを着用すると落ち着けない】は ，1つの
サブカテゴリーから成り，「陰部に違和感があると
気分がすぐれなかったりすごく気になる」などの＜
おむつを着けていることで違和感や不快感がある＞
という，おむつを着けている影響について考えてい
た．
３. ３　�おむつ内への排泄体験を通して考えた高齢

者の排泄ケア
　看護学生がおむつでの排泄体験を通して考えたケ
アについて分析した結果，表3に示す通り，29のコー
ドから13サブカテゴリーと4カテゴリーが抽出され
た．
　【排泄後の不快感をできる限り取り除く】は，お
むつへ排泄した際に排泄物が臀部に触れている不快
感を少しでも早く取り除くケアを示しており，2つ
のサブカテゴリーから成る．「排泄物をできるだけ
早く取り除いて不快感の軽減をはかる」などの＜排
泄物に触れている時間を短くする＞ことや，「濡れ
たり汚れているおむつはとても不快であるため移動
時に必ずおむつを確認する」などの＜排泄後の不快
感が少しでも軽減するようにケアを行う＞ことを考
えていた． 
　【排泄を他者に委ねる気持ちを受け止める】は，
自分で排泄のケアができない高齢者の気持ちを介助
者は受け止める必要があることを示しており，3つ
のサブカテゴリーから成る．「『ごめんね』ではな
く『ありがとう』と言われるような自責の念を抱か
ない排泄ケアを責任をもって行う」ことや，「排泄
行為を他者にしてもらわなければならないという患
者の気持ちを考慮する」ことなど＜他者に排泄を委
ねる高齢者の気持ちを考慮してケアを行う＞こと，
＜おむつに頼りたくないという気持ちを大切にした
ケアを行う＞ことや，＜ナースコールだけで対応し
ない＞ことを高齢者の排泄ケアとして考えていた．
　【プライバシーを守り羞恥心に配慮する】は，排
泄ケアが羞恥心を伴うケアであるために配慮が必要
であることを示しており，2つのサブカテゴリーか
ら成る．「人間が一番羞恥心を感じることが排泄行
為であることを念頭に置いてケアをする」などの＜
羞恥心や自尊心に配慮したケアを行う＞ことや，
「おむつを装着したらそれで終わりではなくプライ
バシーに配慮したケアを提供する」など＜プライバ
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シーをしっかりと守る＞ことが高齢者の排泄ケアと
して必要であると考えていた．
　【高齢者に合った排泄方法を考える】は，おむつ
の使用方法を含めた適切な排泄方法を考える必要が
あることを示しており，6つのサブカテゴリーから
成る．学生は「私たちと同じようにトイレで排泄で
きるよう援助する」など＜できるだけトイレで排泄
ができるように援助する＞ことだけでなく，「おむ
つは間に合わなかったときのお守りという気持ちで
関わる」という＜いざという時のお守りとしておむ
つを上手に利用する＞ことや，＜介助者優先のケア
をしない＞こと，＜本人の意思を尊重しながらおむ
つの使い方を考える＞ことが高齢者の排泄ケアに必
要なことであると考えていた．また＜漏れないよう
におむつをしっかりフィットさせる＞という技術面

表３　おむつ内への排泄体験を通して考えた高齢者の排泄ケア

だけでなく，＜高齢者の排泄についてアセスメント
する＞というアセスメントの重要性についても認識
していた．

４．考察
　看護学生はおむつへの排泄体験をする際，自分な
りに工夫して体験していることが明らかとなった．
高齢者の置かれている状況を想像し，できるだけ高
齢者の状態に近づけられるよう，ベッド上で仰臥位
となって排尿や排便をするなどの工夫が見られた．
またおむつの装着を母親に依頼したり，コンビニや
バイト先におむつを着けたまま出向いて行ったり
と，学生ならではの自由な発想で体験することがで
きていた．岩鶴ら4）が行った方法では，紙おむつを
着けて実際に排尿するのみであり，体位の工夫や装
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着時間までは明らかになっていなかった．今回体験
の内容をあえて指定せずにいたことで，体験の幅が
広がることが分かった．また一方で仰臥位での排泄
を試みたものの，なかなか排泄ができずにトイレで
おむつをはいたまま便座に座って排泄したという学
生も多かった．このことから排泄時の周囲の環境
や体位，姿勢がどれだけ排泄行動に影響しているの
かということも学んでいた．以上のことから課題
の提示はするものの，その方法については学生自ら
考え実施するという学生主体の手法を取り入れるこ
とで，より高い教育効果を得られることが明らかと
なった．
　また看護学生はおむつへの排泄体験から，高齢者
の立場に立って気持ちを考えることができていた．
このうち【排泄ケアを受けることはつらい】，【おむ
つを交換するまで不快】，【おむつでは安心して排泄
できない】，【おむつを使用すること自体に葛藤があ
る】の4つのカテゴリーは，先行研究の結果とほぼ
同様の内容であった3-6）．恥ずかしい，申し訳ない，
つらいなどのマイナスの感情や憤りを感じているこ
とから，改めておむつに排泄することがどれだけ高
齢者にとって屈辱的で羞恥心を抱くことであるのか
身をもって体験できたと考える．【おむつを着用す
ると落ち着けない】は，おむつを着けていることに
より気分がすぐれなかったり，不眠になるという他
への影響について考えていた．このことから普段お
むつを着けていない高齢者が，入院などにより一時
的におむつを着けなければならない状況に直面した
際，入院による環境の変化だけでなく“普段とは違
う”ことが睡眠状況などにも影響していないか考え
る必要があることを示唆していた．一方で，「おむ
つをしているから安心して活動できる」のようなプ
ラスの気持ちについての記載は見当たらなかった．
高齢者とは異なり，年齢が若く不自由なくトイレに
行くことのできる看護学生にとって，おむつへの排
泄は不快でしかなく，装着することによる安心感や
動くことが苦痛な時にはおむつへの排泄も一つの解
決策であるという考えに及びにくいことは想像に難
くない．しかし近年健康的な生活を意識する高齢者
が増え，テレビコマーシャルでは排泄に関する悩み
を抱えていても，履くタイプのおむつを着用して高
齢者が元気に外出する場面もみられるようになり，
今後は排泄やおむつに対する学生のイメージが変わ
る可能性もある．
　おむつ内への排泄体験を通して考えた高齢者の排
泄ケアにおいては，【排泄後の不快感をできる限り
取り除く】，【排泄を他者に委ねる気持ちを受け止め
る】，【プライバシーを守り羞恥心に配慮する】の3

つのカテゴリーは，高齢者の排泄ケアとして一般的
に言われていることである．しかし【高齢者に合っ
た排泄方法を考える】のカテゴリーは，筆者らが特
に排泄の講義で学生に伝えていた内容であった．こ
れは学生の関心が“自分が高齢者になったらおむつ
は使いたくない”や“高齢者がおむつを使うことは
仕方がない”という思考にとどまっていないことを
表していると考える．中でも＜いざという時のお
守りとしておむつを上手に利用する＞のサブカテゴ
リーは，おむつをプラスのイメージでケアに取り入
れることを示しており，おむつの効果的な使用につ
いても考える必要があることを理解できていたので
はないかと考える．
　以上のことから独創的な工夫で排泄体験をしたこ
とや，おむつへ排泄することが他にも影響を与える
こと，プラスの視点でおむつの使用を考えることな
どの少数の意見も重要であるため，今後は学びを共
有できる場が必要と考える．アクティブラーニング
の手法を取り入れ，体験した内容を学生同士で共有
し，高齢者に対するケアの方法についてディスカッ
ションの時間を設けることで，学生自ら問題に気づ
き解決する力を養っていくことも期待できる．

５．結論
　排泄体験の課題レポートを分析した結果，学生は
自由な発想の中で様々な体験を工夫していることが
明らかとなった．
　おむつ内への排泄体験を通して学生がとらえた高
齢者の気持ちは，【排泄ケアを受けることはつらい】，
【おむつを交換するまで不快】，【おむつでは安心し
て排泄できない】，【おむつを使用すること自体に葛
藤がある】，【おむつを着用すると落ち着けない】の
5つのカテゴリーが生成された．
　またおむつ内への排泄体験を通して考えた高齢者
の排泄ケアは，【排泄後の不快感をできる限り取り
除く】，【排泄を他者に委ねる気持ちを受け止める】，
【プライバシーを守り羞恥心に配慮する】，【高齢者
に合った排泄方法を考える】の4つのカテゴリーが
生成された．
　以上のことから，学生自ら考え実施するという学
生主体の手法を取り入れることが，高齢者の置かれ
ている状況を具体的に考えることに繋がっており，
より高い教育効果を得られることが明らかとなっ
た．今後は高齢者に対するケアの方法を学生同士で
共有することが課題である．

６．本研究の限界
　今回の課題レポートの分析では，紙おむつへの排
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泄体験を通して学生が考えた，高齢者の気持ちやケ
アについて記述されている部分を抜き出した．しか
し課題レポートの記述内容にはこれまでの老年看護
学やそれ以外の講義，臨床実習での体験，学生自身

の背景などが影響していることは否定できない．し
たがって記述された内容のすべてが体験による学び
であるとは言い難く，本研究の限界であると考える．
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